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令
和
７
年
度
美
術
刀
剣
製
作
技
術
保
存
研
修
会

　
刀
職
技
能
訓
練
講
習
会
　
実
施
報
告

刀
職
技
能
訓
練
講
習
会
が
本
年
も
無
事
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
39
回
目
と
な
る

講
習
会
の
模
様
を
以
下
に
報
告
し
ま
す
。

講
習
会
は
、
例
年
通
り
柄
下
地
・
刀
装
金

具
の
二
部
門
が
開
講
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ「
柄

下
地
の
基
礎
技
法
」「
透
鐔
の
制
作
」の
テ
ー

マ
の
下
、
受
講
生
は
技
術
習
得
に
励
ん
で
お

り
ま
し
た
。

６
月
25
日
に
は
開
講
式
が
挙
行
さ
れ
、
４

日
間
の
講
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
４
日
間
と

い
う
限
ら
れ
た
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
講

師
の
先
生
方
の
熱
の
入
っ
た
ご
指
導
と
、
受

講
生
の
真
摯
な
姿
勢
に
よ
り
非
常
に
内
容
の

濃
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
方
に
は
、
ご
多
忙
に
も
か
か

わ
ら
ず
大
変
熱
心
な
御
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
講
習
会
の
実
施
に
あ
た
り
数
々
の
お
骨

折
り
を
頂
い
た
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
の
職

員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

実
施
日
　
６
月
25
日（
水
）～
28
日（
土
）

講

　師

〈
柄
下
地
の
部
〉
柄
巻
師
　
久
保
純
一

〈
刀
装
金
具
の
部
〉
彫
金
師
　
玉
岡
俊
行

受
講
生

〈
柄
下
地
の
部
〉
２
名
　
　�

田
上
友
唯�

細
川
美
樹
　

〈
刀
装
金
具
の
部
〉
７
名
　
　�

石
井
瑛
湖�

片
山
重
恒�

桑
野
冬
照�

原
田
沙
矢
香�

前
田
航
汰�

三
⻆
恭
兵�

武
藤
　
健

最
終
日
の
閉
講
式
で
は
、
備
前
長
船
刀
剣

博
物
館
の
塩
田
勇
館
長
か
ら
挨
拶
を
頂
戴

し
、
久
保
講
師
よ
り
受
講
生
に
受
講
証
書
が

授
与
さ
れ
、
玉
岡
講
師
か
ら
講
評
が
あ
り
ま

し
た
。
玉
岡
講
師
か
ら
は「
刀
装
具
の
掟
を

学
び
、少
し
で
も
名
作
に
近
づ
け
る
よ
う
日
々

努
力
す
る
よ
う
に
。
ま
た
本
講
習
会
の
成
果

を
現
代
刀
職
展
に
発
表
し
て
ほ
し
い
」と
の

言
葉
を
頂
き
、
本
年
度
の
講
習
会
は
無
事
に

柄
下
地
の
部
　
久
保
純
一
講
師

開
講
式
　
塩
田
勇
館
長

講
習
会
の
様
子

講
評
　
玉
岡
講
師

刀
装
金
具
の
部
　
透
鐔
を
制
作

再　校
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「
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会
お
よ
び

鍛
冶
研
ぎ
研
修
会
」は
、
以
下
の
受
講
生
を

迎
え
、
本
年
も
つ
つ
が
な
く
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
受
講
生
は
表
の
通
り
で
す
。

研
修
会
は
前
半
を「
刀
剣
研
磨
・
鍛
冶
研

ぎ
の
部
」、
後
半
を「
外
装
の
部
」と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
３
日
間
ず
つ
行
い
ま
し
た
。
日
程

は
７
月
21
日（
月
・
祝
）か
ら
26
日（
土
）ま
で

で
、
21
日（
月
・
祝
）か
ら
23
日（
水
）ま
で
を
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令
和
７
年
度
美
術
刀
剣
製
作
技
術
保
存
研
修
会

　
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会

　
　
な
ら
び
に
鍛
冶
研
ぎ
研
修
会
開
催

研
磨
・
鍛
冶
研
ぎ
の
部
開
講
式

研
磨
の
部
　
臼
木
講
師

■
研
磨
の
部

講
　
師
　
臼
木
良
彦

テ
ー
マ
　
仕
上
げ
研
ぎ

聴
講
生
　
青
木
陽
詩

梅
田
晴
香

王
　
誠
揚

柿
沼
進
一

上
條
　
徹

田
中
賢
治
郎

二
唐
奈
夫
樹

根
岸
勝
美

福
島
義
浩

船
津
広
大

矢
澤
　
隼

山
下
千
穂

山
田
大
輔

■
鍛
冶
研
ぎ
の
部

講
　
師
　
髙
見
一
良

テ
ー
マ
　
鍛
冶
研
ぎ
の
基
礎
技
法

研
修
生
　
ジ
ョ
ハ
ン
・
ロ
イ
ト
ヴ
ィ
ラ
ー

聴
講
生
　
宇
賀
神
一
三
　

市
村
　
貢
　

堀
井
雅
仁

■
白
鞘
の
部

講
　
師
　
廣
井
章
久

講
師
補
助
　
河
合
広
明

テ
ー
マ
　
掻
き
入
れ
の
基
礎
技
法

特
別
研
修
生
　
平
山
直
弥

研
修
生
　
大
平
善
之

聴
講
生
　
赤
川
裕
実

王
　
誠
揚

柿
沼
進
一

細
越
敬
喜

松
田
那
由
太

■
柄
前
の
部

講
　
師
　
久
保
純
一

テ
ー
マ
　
常
糸
巻
・
蛇
腹
巻
の
基
礎
技
法

研
修
生
　
河
野
由
佳

田
上
友
唯

細
川
美
樹

聴
講
生
　
梅
田
晴
香

■
白
銀
の
部

講
　
師
　
宮
本
恒
之

講
師
補
助
　
三
島
幹
則

テ
ー
マ
　
鎺
制
作
の
基
礎
技
法

研
修
生
　
前
田
航
汰

三
⻆
恭
兵

武
藤
　
健

聴
講
生
　
上
野
宏
樹

岡
村
明
日
香

田
北
有
百
美

神
　
早
紀

矢
澤
　
隼

部
門
別
の
講
師
・
テ
ー
マ
・
参
加
者
一
覧
（
敬
称
略
）

「
研
磨
の
部
・
鍛
冶
研
ぎ
の
部
」、
24
日（
木
）

か
ら
26
日（
土
）ま
で
を「
外
装
の
部
」と
し
て

行
い
ま
し
た
。
会
場
は
刀
剣
博
物
館
１
階
講

堂
を
使
用
し
ま
し
た
。

開
講
式
は
各
部
門
の
初
日
、
午
前
10
時
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
講
式
で
は
柴
原
専
務

理
事
お
よ
び
石
井
上
席
専
門
研
究
員
が
挨
拶

を
行
い
、
本
研
修
会
が
公
益
財
団
法
人
と
し

て
の
重
要
な
事
業
で
あ
り
、
刀
職
の
伝
統
的

三　校

token2509[017-018].indd 17　 データ更新日時　2025/08/26 19:27:59
W182×H257　 ＰＤＦ作成日時　2025/08/26 19:34:26
 loyal_X4_CS5.5_CC(ダウンサンプル無し)


